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■はじめに 

◆本マニュアルは iTERAN/AE 及び iTERAN（以下、iTERAN）のバージョン最新化を行うためのガイド

です。 

最新化を行うためのモジュール（※）のダウンロード選択方法や実行手順等を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆最新化モジュールをダウンロードするに辺り、適切なモジュールをダウンロードする必要があります。 

 必ず本紙をお読みいただいてから、ダウンロードを実行してください。 

 

◆補足 

【用語集】 

   『バージョン』…iTERAN上の管理番号。３つの数字で表します。 

    例）『7.3.4」、『5.4.4』 ※バージョン番号が付与されていないバージョンもあります。 

 

   『メジャーバージョン』…バージョンの最左端の数字です。 

    例）バージョン「7.3.4」の場合、メジャーバージョンは「7」となります。 

 

   『サブバージョン』…バージョンの中央、最右端を合わせた数字です。 

    例）バージョン「7.3.4」の場合、サブバージョンは「3.4」となります。 

※最新化モジュール とは 

 ・インストーラ 兼 アップグレードツール 

  「インストーラ」     … iTERANを新規インストールためのインストールツールです。 

 

  「アップグレードツール」 … iTERANのバージョンを最新化するツールです。 

                 また、iTERANが複数インストールされている場合、 

本体をひとつに集約します。 

                 この時、過去のデータ・設定は全て引き継がれます。 

 

 ・バージョンアップツール 

「バージョンアップツール」… iTERANのサブバージョンを最新化するツールです。 

                  同一のメジャーバージョン内での最新化のみ実行可能です。 

                 ※例外的にメジャーバージョン「7」から「8」への最新化は 

                  バージョンアップとして扱います。 
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■事前確認事項 

１）Microsoft .NET FrameWorkバージョン確認 

iTERANの実行環境は Microsoft .NET FrameWork(Microsoft社製品、以下.NET FrameWork)です。 

.NET FrameWorkがインストールされている必要があり、また、バージョンにも条件があります。 

そこで、お使いのパソコンの.NET FrameWorkのバージョンを下記の手順でご確認ください。 

 

① .NET FrameWorkインストール有無の確認 

１．「スタート」ボタン-「コントロールパネル」を押下します 

 

 

２．「プログラムの追加と削除」を押下します。 
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３．「Microsoft .NET Framework ～」が一覧の中にある場合はインストール済です。 

※一覧の中にない場合はインストールがされていません。 

    

 

②  バージョンの確認 

１．①の３で確認した画面にてバージョンの確認を行います。 

「Microsoft .NET Framework」の後ろに表示されている数がバージョンです。 
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上記画面イメージの場合、バージョン「1.1」、「2.0」、「3.0」、「3.5」がそれぞれインストール

されていることを示しています 

 

 お使いのパソコンのバージョンをメモしてください。 
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２）iTERAN本体インストール数の確認 

iTERAN本体がお使いのパソコンに複数インストールされている場合があります。 

※通常はひとつです。  

複数インストールされている場合に、最新化処理が異なります。 

そこで、お使いのパソコンの iTERAN本体インストール数を下記の手順にてご確認ください。 

 

① iTERAN本体インストール数の確認 

１．「スタート」ボタン-「コントロールパネル」－[プログラムの追加と削除]を開きます 

２．[プログラムの追加と削除]の一覧より、「iTERAN」及び「iTERAN/AE」を探します 

  →「iTERAN」及び「iTERAN/AE」の合計数が iTERAN本体インストール数となります。 

 

上図は「iTERAN」と「iTERAN/AE」がインストールされていることを示しています。 

この場合、iTERAN本体インストール数は”２つ”となります。 

 

 お使いのパソコンにインストールされている iTERAN本体数をメモしてください 
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３）iTERANバージョン確認 

iTERANのバージョンにより、最新化処理に使用するモジュールが異なります。 

そこで、お使いのパソコンの iTERANのバージョンを下記の手順でご確認ください。 

 

① iTERANバージョンの確認 

１．iTERANを起動します 

２．TOP画面より、iTERANのバージョンを確認します 

  →タイトルバーに右端に表示されている３つの文字がバージョンです。 

  ※「バージョンなし」の場合は数字が表示されません。 

 

上図は iTERAN/AEのトップ画面です。バージョンは「7.2.4」です。 

 

 

上図は iTERANのトップ画面です。バージョンは「7.2.4」です。 

 

また、バージョンの最左端の数字を『メジャーバージョン』といいます。 

バージョン「7.2.4」の場合、メジャーバージョンは「7」となります。 

 

 お使いのパソコンのバージョンをメモしてください。 

 

※２）iTERAN 本体インストール数の確認にて、iTERAN が複数インストールされていた場合、 

その本体数分だけ、それぞれのバージョンを確認してください。 
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４）Windowsバージョンの確認 

Windowsのバージョン（OS）によっては、最新化処理に使用するモジュールが異なります。 

そこで、お使いのパソコンのWindowsのバージョン（OS）を下記の手順でご確認ください。 

 

１．Windows キーを押しながら、R キーを押します。 

または、[スタート] メニューから [ファイル名を指定して実行] をクリックします。 

２．winver と入力し [OK] をクリックします。 

  

 

３．表示されたダイアログボックスを確認します。 

下記の「Windowsのバージョン情報」をご確認ください 

 

 ◆Windows7      ◆WindowsVista 

                     

 

 ◆WindowsXP 

 

 お使いのパソコンのWindowsバージョン（OS）をメモしてください。 
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■ダウンロードモジュール決定 

５）使用モジュールの決定 

１）２）３）４）でご確認いただいたバージョンにより、最新化処理に使用するモジュールが決まります。 

どのモジュールを使用するかを、１）２）３）４）での確認結果を踏まえて、下記のフローでご確認くだ

さい。 

 

５－１．iTERAN 本体インストール数がひとつのフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）iTERANのメジャーバージョンが’５’であれば、バージョンアップも可能ですが、 

メジャーバージョン’8’へのアップグレードを推奨致します。（最新機能をご使用いただくため） 

START 

Windowsのバージョンが ’Windows７’ 

 

ｲﾝｽﾄｰﾗ兼ｱｯﾌﾟ

ｸﾞﾚｰﾄﾞ-ﾗｲﾄ版 

ｲﾝｽﾄｰﾗ兼ｱｯﾌﾟ

ｸﾞﾚｰﾄﾞ-ﾌﾙ版 

 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ 

‘５’専用（※） 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ 

‘７’ ‘8’用 

.NET FrameWorkバージョン 

2.0と 3.5インストール済 

NO YES 

iTERANのﾒｼﾞｬｰﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

（バージョンの最左端の数字） 

YES 

iTERANのﾒｼﾞｬｰﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

（バージョンの最左端の数字） 

NO 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝなし or 

１ or ３ or ５ 

７ or 8 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝなし or 

１ or ３ or ５ 

Windowsのバージョンが ’WindowsVista’ 

NO 

.NET FrameWorkバージョン

3.5インストール済 

NO YES 

YES 

７ or 8 
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５－２．iTERAN 本体インストール数が複数のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライト版・フル版に関わらず、上記モジュールを使用してアップグレードを行った場合、iTERAN の本

体はひとつに集約され、バージョンはメジャーバージョン’8’の最新バージョンになります。 

（過去のデータ及び設定は全て引き継がれます。基本的に再設定等の必要はございません） 

 

※「６）アップグレードとバージョンアップの違い」にも説明がございます。 

START 

.NET FrameWorkのバージョン 

2.0 と 3.5インストール済 

または 

Windowsのバージョンが ’Windows７’ 

ｲﾝｽﾄｰﾗ兼ｱｯﾌﾟ

ｸﾞﾚｰﾄﾞ-ﾌﾙ版 

ｲﾝｽﾄｰﾗ兼ｱｯﾌﾟ

ｸﾞﾚｰﾄﾞ-ﾗｲﾄ版 

 

NO YES 
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■機能説明・注意点 

６）アップグレードとバージョンアップの違い 

※使用するモジュールの説明になります。 読み飛ばしていただいても構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新化イメージ（※1） 

 

（※１）各メジャーバージョンの最新版が「3.2.8」「5.4.6」「7.2.6」と仮定した時のイメージ 

（※２）’7.X.X’ から ‘7.2.6’ への最新化はアップグレードではなく、「バージョンアップ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新化イメージ（‘7.X.X’から’8.X.X’への最新化の場合） 

（※3）’7.X.X’ から ‘8.X.X’ への最新化は例外的にアップグレードではなく、「バージョンアップ」とし

て扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

3.0.0 3.0.1 3.0.2 3.2.8 …… 

5.0.0 5.0.1 5.0.2 5.4.6 …… 

7.0.0 7.0.1 7.0.2 7.2.6 …… 

3.2.7 

5.4.5 

7.2.5 

サブバージョンアップ 

メ
ジ
ャ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ 

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
（
※
２
） 

iTERANバージョン 

アップグレード 

7.9.3 7.9.4 8.0.0 8.2.8 …… 8.2.7 

バージョンアップ 
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
（
※3

） 
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アップグレード 

 メジャーバージョンアップ × サブバージョンアップ を行い、iTERANを最新化します 

 →完全最新化され、iTERANの全ての機能を使用できます。 

  但し、アップグレード処理に時間がかかります。 

  また、複数の iTERANがインストールされている場合は、ひとつの iTERANに集約されます。 

  その際、設定・業務データは全て引き継がれます 

バージョンアップ 

  サブバージョンアップ を行い、同一メジャーバージョン内で iTERANを最新化します 

 →該当メジャーバージョン内で最新化され、メジャーバージョン内での最新機能を使用できます。 

  但し、メジャーバージョンが最新でない場合、一部のパターンファイルが登録できなかったり、 

  一部の共通機能が使用できない場合があります。 

   また、メジャーバージョンが 「ﾊﾞｰｼﾞｮﾝなし」「１」「３」 用のバージョンアップモジュールはござ 

いません。最新化はアップグレードより行ってください。 

※’7.X.X’ から ‘8.X.X’ への最新化は例外的にアップグレードではなく、「バージョンアップ」として扱

います。 

※バージョンは常に最新版にしていただくことを推奨しています。 

お使いの iTERAN が最新版でないと、一部の機能が使用できないことや、不具合修正が反映されてい

ない等の弊害が生じ、正常なサービスが受けられないことがございます。 
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７）フル版とライト版の違い 

※使用するモジュールの説明になります。 

 読み飛ばしていただいても構いません。 

 

 

 

 

 

 

役割イメージ 

フル版 

 インストール 兼 アップグレードに必要なモジュールが全て揃っているツール。完全版。 

 

 但し、お使いのパソコンの環境によっては、既にインストールされていて本来インストール不要なイン

ストーラまで含んでいます。 

また、モジュールのファイルサイズが非常に大きい（約 500MB）ことから、ダウンロードに時間がかかり

ます。※遅い通信回線（ナローバンド）によっては 30分以上かかることも予想されます。 

 

ライト版 

 インストール 兼 アップグレードに最小限必要なモジュールが揃っているツール。簡易版。 

 

 但し、iTERANの実行環境（例えば、Microsoft .NET FrameWork 3.5）がお使いのパソコンの環境に

インストールされてない場合は、インストール 兼 アップグレードが行えません。（フル版は可） 

また、フル版に比べて、ファイルサイズが小さい（約 300MB）ことから、ダウンロード時間が軽減されま

す。 

 

 

→実際に使用するモジュールのご判断につきましては、１）２）３）４）５）手順に沿ってご確認くださ

い。 

 

フル版 

ライト版 

・.NET FrameWork 3.5 

・Windows Installer 3.1 等… 

・iTERAN本体インストーラ 等… 
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■ダウンロード・適用手順 

８）ダウンロード手順 

各種モジュールのダウンロード手順です。 

① サポートサイトへアクセス 

※２つの方法があります。いずれかの方法でアクセスしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ダウンロードモジュール選択 

   

※ダウンロードするモジュールの選び方については「５）使用モジュールの決定」をご参照ください。 

※アップグレードツールのダウンロード（特に、フル版）にはかなりのお時間がかかることがございます。 

※次の STEP はここでダウンロードしたモジュールにより異なります。 

＊「アップグレード」の場合は「９－１．アップグレード適用手順」へ 

＊「バージョンアップ」の場合は「９－２．バージョンアップ適用手順」へ 

方法１．下記 URLに直接アクセス 

 

http://www.iteran.jp/AE/download.html 

 

方法２．iTERAN ﾄｯﾌﾟ画面より、「ｻﾎﾟｰﾄｻｲﾄ」をｸﾘｯｸし、 

→ｻﾎﾟｰﾄｻｲﾄ内、左ﾒﾆｭｰの「ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ」をクリック 

   

いずれかを選択 

or 

 

 

保存をクリックし、 

デスクトップに保存 

ダウンロードページが開きます 

 

http://www.iteran.jp/AE/download.html
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９）モジュール適用手順 

ダウンロードページにてダウンロードしたモジュールを実際に適用する手順です。 

９－１．アップグレード適用手順   ※「バージョンアップ」の場合は、９－２へ 

① アップグレードツール起動、実行 

 ①－１．デスクトップに保存した「iteranLITE.exe」または「iteranFULL.exe」をダブルクリック 

     ※画面サンプルは「iteranLITE.exe」ですが、手順は「iteranFULL.exe」も同様です。 

         

 

 

 ①－２．確認メッセージに対して、「実行」をクリック 

     ※OS／セキュリティレベルによっては表示されない場合がございます。 

 

 

 

 

 

 

 →実行ファイルの展開処理が実行されます。しばらくお待ちください。 

 

 

 

 

 ①－３．展開された「iteranLITE」または「iteranFULL」フォルダを開き、 

フォルダ内の「setup.exe」をダブルクリック 

 

 

 

 



16 

 

 ①－４．確認メッセージに対して、「OK」をクリック 

        

 ①－５．再度、確認メッセージに対して、「はい」をクリック 

             

 

 →アップグレード処理が実行されます。しばらくお待ちください。 

  ※過去のデータ量によっては、かなりのお時間かかる場合がございますが、 

   途中で中断しないでください。 

        

 ①－６．完了確認メッセージに対して、「OK」をクリック 
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② バージョン確認 

②－１．iTERANを起動。デスクトップアイコン「iTERAN/AE」をダブルクリック 

        

 ②－２．バージョンを確認 

  ⇒ダウンロードページの「実行後ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ」と一致していることを確認してください。 

   一致していれば、アップグレードが無事完了していることを示しています。 

      

 

     
    

   以上で iTERAN 最新化処理は全て完了です。 

 

   iTERANを起動し、動作確認を行ってください。 

   ご不明な点や不可解な点はサポート窓口までご連絡ください。 

 

２つのバージョンが 

一致していることを確認 
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９－２．バージョンアップ適用手順   ※「アップグレード」の場合は、９－1 へ 

① バージョンアップツール起動、実行 

 ①－１．デスクトップに保存した「verup.exe」をダブルクリック 

         

 

 ①－２．確認メッセージに対して、「実行」をクリック  

※OS／セキュリティレベルによっては表示されない場合がございます。 

        

 →実行ファイルの展開処理が実行されます。しばらくお待ちください。 

        

 

 ①－３．重要更新項目を確認後、『重要更新項目を確認しました』にチェックを入れ、 

「次へ」ボタンをクリックします。 

※『重要更新項目を確認しました』にチェックを入れると、「次へ」ボタンがクリックできます。 

※重要な更新項目がない場合は当画面は表示されませんので、①－４へお進みください。 
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 ①－４．バージョンアップ内容、及びユーザ選択機能を確認後、 

『バージョンアップ内容及びユーザ選択機能を確認しました』にチェックを入れ、 

「次へ」ボタンをクリックします。 

※『バージョンアップ内容及びユーザ選択機能を確認しました』にチェックを入れると、 

「次へ」ボタンがクリックできます。 

   

 

 【ユーザ選択機能について】 

  バージョンアップ時に更新するかどうかユーザにて選択できる機能がある場合、 

  ユーザ選択機能欄に該当の機能が表示されます。 

  更新する機能にチェックを入れてから「次へ」ボタンを押してください。 

  ※更新する機能を変更したい場合は再度バージョンアップツールを起動し、 

当画面を表示させてください。 

  ※バージョンアップ内容に記載されている項目に関してはユーザにて選択できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



20 

 

 ①－５．開始ボタンをクリックします。 

     ※iTERANのインストールフォルダが「C:\iTERAN」（デフォルト値）以外の場合は 

      「詳細」ボタンをクリックし、実際にインストールしているパスを指定してください 

        

 

 ①－６．確認メッセージに対して、「はい」をクリック 

        

  →処理が実行されます。しばらくお待ちください。 

              

 

 ①－７．完了確認メッセージに対して、「OK」をクリック 

       

 

 ①－８．起動確認メッセージに対して、「はい」をクリック 
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② バージョン確認 

 ②－１．バージョンを確認 

  ⇒ダウンロードページの「実行後ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ」と一致していることを確認してください。 

   一致していれば、バージョンアップが無事完了していることを示しています。 

      

     

   以上で iTERAN 最新化処理は全て完了です。 

 

   iTERANを起動し、動作確認を行ってください。 

   ご不明な点や不可解な点はサポート窓口までご連絡ください。 

２つのバージョンが 

一致していることを確認 


